
(57)【要約】

【課題】外側継手部材において、トラック溝のローラ有

効接触範囲の裏側に当たる箇所の硬さを高めることによ

り、コンパクト化、薄肉化に伴って使用条件が厳しくな

っても、該部を起点とする破損を防ぐことができるトリ

ポード型等速自在継手を提供する。

【解決手段】円周方向に向き合ったローラ案内面７を有

するトラック溝６が形成された鋼からなる外側継手部材

１を備えたトリポード型等速自在継手である。外側継手

部材１の少なくともトラック溝６のローラ有効接触範囲

の裏側に当たる箇所の組織が、微細フェライトパーライ

ト組織、ベイナイト組織、焼戻マルテンサイト組織のう

ちのいずれか、もしくは少なくともそれら２種類以上の

混合組織である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト ラ ッ ク 溝 が 形 成 さ れ た 鋼 か ら な る 外 側 継 手 部 材 を 備 え た ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 に
お い て 、 外 側 継 手 部 材 の ト ラ ッ ク 溝 の 少 な く と も ロ ー ラ 有 効 接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所
の 組 織 が 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 、 ベ イ ナ イ ト 組 織 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組 織 の
う ち の い ず れ か １ 種 、 も し く は 少 な く と も そ れ ら ２ 種 類 以 上 の 混 合 組 織 で あ る 非 標 準 組 織
部 と し た こ と を 特 徴 と す る ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 が 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ で 定 義 さ れ て い る フ ェ ラ
イ ト 粒 度 が ８ 番 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ト ラ ッ ク 溝 の ロ ー ラ 有 効 接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 に 局 所 的 に 非 標 準 組 織 部 を 形
成 し 、 か つ そ の 部 分 の 硬 さ を Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 以 下 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ の ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 等 速 自 在 継 手 （ ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 ） は 、 図 ３ と 図 ４ に 示 す よ う に 、 外
側 継 手 部 材 ５ １ と 、 内 側 継 手 部 材 と し て の ト リ ポ ー ド 部 材 ５ ２ と 、 ト ル ク 伝 達 部 材 と し て
の ロ ー ラ ５ ３ を 主 要 な 構 成 要 素 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 外 側 継 手 部 材 ５ １ は 一 体 に 形 成 さ れ た マ ウ ス 部 ５ ４ と ス テ ム 部 ５ ５ と か ら な る 。 マ ウ ス
部 ５ ４ は 一 端 に て 開 口 し た カ ッ プ 状 で 、 内 周 の 円 周 方 向 三 等 分 位 置 に 軸 方 向 に 延 び る ト ラ
ッ ク 溝 ５ ６ が 形 成 し て あ る 。 マ ウ ス 部 ５ ４ は 、 横 断 面 （ 図 ４ 参 照 ） で 見 る と 、 大 径 部 ５ ４
ａ と 小 径 部 ５ ４ ｂ が 交 互 に 現 れ る 非 円 筒 形 状 で あ る 。 す な わ ち 、 マ ウ ス 部 ５ ４ は 、 大 径 部
５ ４ ａ と 小 径 部 ５ ４ ｂ と を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 そ の 内 周 面 に 、 軸 方 向 に 延 び る ３ 本 の
前 記 ト ラ ッ ク 溝 ５ ６ が 形 成 さ れ る 。 各 ト ラ ッ ク 溝 ５ ６ の 円 周 方 向 で 向 き 合 っ た 側 壁 に ロ ー
ラ 案 内 面 ５ ７ 、 ５ ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ト リ ポ ー ド 部 材 ５ ２ は ボ ス ５ ８ と 脚 軸 ５ ９ と を 備 え る 。 ボ ス ５ ８ に は シ ャ フ ト ６ ０ と ト
ル ク 伝 達 可 能 に 結 合 す る ス プ ラ イ ン ま た は セ レ ー シ ョ ン 孔 ６ １ が 形 成 し て あ る 。 脚 軸 ５ ９
は ボ ス ５ ８ の 円 周 方 向 三 等 分 位 置 か ら 半 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 ト リ ポ ー ド 部 材 ５ ２ の 各
脚 軸 ５ ９ は ロ ー ラ ５ ３ を 担 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 で は 、 ロ ー ラ 外 周 面 と 外 側 継 手 部 材 の ト ラ ッ ク 溝
の ロ ー ラ 案 内 面 が ヘ ル ツ 接 触 す る こ と で ト ル ク 伝 達 が な さ れ る 。 そ の た め 、 外 側 継 手 部 材
に は 一 般 に は 中 炭 素 鋼 が 用 い ら れ 、 高 面 圧 が 作 用 す る ロ ー ラ 案 内 面 に の み 高 周 波 焼 入 が 施
さ れ て い る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ８ － １ １ １ ４ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ ５ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 外 側 継 手 部 材 の 外 周 側 に お い て 、 ロ ー ラ が 接 触 す る ト ラ ッ ク 溝 の 裏 側 に 当 た
る 箇 所 は 曲 げ を 受 け る 状 態 と な り 、 外 周 面 に 向 か っ て 大 き く な る 引 張 応 力 場 が 形 成 さ れ る
。 今 後 の 技 術 動 向 と し て 、 省 資 源 化 、 省 エ ネ 化 、 コ ン パ ク ト 化 な ど に 対 応 す る た め 、 ト リ
ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 は コ ン パ ク ト 化 、 薄 肉 化 さ れ る 方 向 に あ る 。 そ れ に
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伴 い 、 単 位 面 積 あ た り の 負 荷 が 上 昇 す る に つ れ て 上 記 の 引 張 応 力 が 大 き く な る の で 、 そ れ
に 起 因 す る 損 傷 が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 外 周 側 に も 高 周 波 焼 入 を 施 し て 高 強 度 化 す る こ と が 提 案 さ れ る 。 し か し な が ら
、 高 周 波 焼 入 を 施 し て 高 強 度 化 し た 場 合 に は 、 焼 入 部 周 囲 に 引 張 残 留 応 力 が 生 成 す る 。 こ
の た め 、 こ の 引 張 残 留 応 力 が ト ル ク 伝 達 時 に 作 用 す る 引 張 応 力 に 重 畳 す る と 、 焼 入 部 周 囲
が 起 点 と な っ て 破 損 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 、 外 側 継 手 部 材 に お い て 、 ト ラ ッ ク 溝 の ロ ー ラ 有 効 接 触 範
囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 の 硬 さ を 高 め る こ と に よ り 、 コ ン パ ク ト 化 、 薄 肉 化 に 伴 っ て 使 用 条
件 が 厳 し く な っ て も 、 硬 化 部 を 起 点 と す る 破 損 を 防 ぐ こ と が で き る ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在
継 手 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 は 、 ト ラ ッ ク 溝 が 形 成 さ れ た 鋼 か ら な る 外 側 継 手 部
材 を 備 え た ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 に お い て 、 外 側 継 手 部 材 の ト ラ ッ ク 溝 の 少 な く と も
ロ ー ラ 有 効 接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 の 組 織 が 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 、 ベ イ
ナ イ ト 組 織 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組 織 の う ち の い ず れ か １ 種 、 も し く は 少 な く と も そ れ ら
２ 種 類 以 上 の 混 合 組 織 で あ る 非 標 準 組 織 部 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ト ラ ッ ク 溝 の ロ ー ラ 有 効 接 触 範 囲 （ ロ ー ラ が 転 動 す る 部 位 で あ っ て 、 ロ ー ラ 案 内 面 ） の
裏 側 に 当 た る 箇 所 (ロ ー ラ 案 内 面 の 外 周 側 )の 硬 さ を 高 め る こ と が で き る 。 こ の 非 標 準 組 織
部 で は 主 た る 組 織 形 態 が 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 等 で あ る の で 、 こ の 非 標 準 組 織 部
（ 硬 化 部 ） 周 囲 に お い て 引 張 残 留 応 力 の 生 成 を 防 止 で き る 。 な お 、 こ の オ ー ス テ ナ イ ト 化
し た 後 に 強 制 空 冷 す る こ と で 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト と な る 。 オ ー ス テ ナ イ ト 化 し た
後 に オ ー ス テ ン パ ー 処 理 を 施 す こ と で 、 ベ イ ナ イ ト 組 織 と な る 。 オ ー ス テ ナ イ ト 化 し た 後
に 急 冷 し て マ ル テ ン サ イ ト 変 態 さ せ 、 引 き 続 き 焼 戻 を 施 す こ と で 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組
織 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 が 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ （ 鋼 の フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒
度 試 験 方 法 ） で 定 義 さ れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ８ 番 以 上 で あ り 、 ま た 、 ト ラ ッ ク 溝 の ロ
ー ラ 有 効 接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 に 局 所 的 に 非 標 準 組 織 部 を 形 成 し 、 か つ そ の 非 標 準
組 織 部 の 硬 さ を Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 以 下 に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 は 、 ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 に お
い て 、 ト ラ ッ ク 溝 の ロ ー ラ 有 効 接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 の 硬 さ を 高 め る こ と が で き 、
し か も 、 こ の 硬 化 部 （ 非 標 準 組 織 部 ） 周 囲 に お い て 引 張 残 留 応 力 の 生 成 を 防 止 で き る 。 こ
れ に よ り 、 コ ン パ ク ト 化 、 薄 肉 化 に 伴 っ て 使 用 条 件 が 厳 し く な っ て も 、 非 標 準 組 織 部 を 起
点 と す る 破 損 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 が 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ （ 鋼 の フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 度 試
験 方 法 ） で 定 義 さ れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ８ 番 以 上 と す る こ と に よ っ て 、 非 標 準 組 織 部
の 疲 労 強 度 の さ ら な る 向 上 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 非 標 準 組 織 部 の 硬 さ を Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 以 下 に す る こ と に よ っ て 、 非 標 準 組 織 部 周 囲 に 生 成 す
る 引 張 残 留 応 力 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き 、 非 標 準 組 織 部 を 起 点 と す る 破 損 を 有 効 に 防 ぐ
こ と が で き る 。 す な わ ち 、 局 部 的 に 高 周 波 焼 入 し た 後 に 焼 戻 し て 高 硬 度 に す る 場 合 、 そ の
効 果 を 発 揮 さ せ る た め に は 、 焼 入 境 界 に 生 成 す る 残 留 引 張 応 力 を 焼 戻 に よ っ て 十 分 に 小 さ
く す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 非 標 準 組 織 部 と し て は 、 硬 度 が Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 以 下 と な る よ う
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な 条 件 で 焼 戻 す る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ と 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 等 速 自 在 継 手 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 外 側 継 手 部 材 １ と 、 内 側 継 手 部 材 と し て の ト リ
ポ ー ド 部 材 ２ と 、 ト ル ク 伝 達 部 材 と し て の ロ ー ラ ３ と を 備 え た ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 外 側 継 手 部 材 １ は 一 体 に 形 成 さ れ た マ ウ ス 部 ４ と ス テ ム 部 （ 図 示 省 略 ） と か ら な る 。 マ
ウ ス 部 ４ は 一 端 に て 開 口 し た カ ッ プ 状 で 、 内 周 の 円 周 方 向 三 等 分 位 置 に 軸 方 向 に 延 び る ト
ラ ッ ク 溝 ６ が 形 成 し て あ る 。 マ ウ ス 部 ４ は 、 横 断 面 で 見 る と 、 大 径 部 ４ ａ と 小 径 部 ４ ｂ が
交 互 に 現 れ る 非 円 筒 形 状 で あ る 。 す な わ ち 、 マ ウ ス 部 ４ は 、 大 径 部 ４ ａ と 小 径 部 ４ ｂ と を
形 成 す る こ と に よ っ て 、 そ の 内 周 面 に 、 軸 方 向 に 延 び る ３ 本 の 前 記 ト ラ ッ ク 溝 ６ が 形 成 さ
れ る 。 各 ト ラ ッ ク 溝 ６ の 円 周 方 向 で 向 き 合 っ た 側 壁 に ロ ー ラ 案 内 面 ７ 、 ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ト リ ポ ー ド 部 材 ２ は ボ ス ８ と 脚 軸 ９ と を 備 え る 。 ボ ス ８ に は シ ャ フ ト （ 図 示 省 略 ） と ト
ル ク 伝 達 可 能 に 結 合 す る ス プ ラ イ ン ま た は セ レ ー シ ョ ン 孔 １ 1が 形 成 し て あ る 。 脚 軸 ９ は
ボ ス ８ の 円 周 方 向 三 等 分 位 置 か ら 半 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 ト リ ポ ー ド 部 材 ２ の 各 脚 軸 ９
に は 、 ト ル ク 伝 達 部 材 と し て も 前 記 ロ ー ラ ３ が 軸 線 （ 軸 心 ） を 中 心 と し て 回 転 自 在 に 外 嵌
さ れ て い る 。 そ し て 、 各 ロ ー ラ ３ は 外 側 継 手 部 材 １ の そ れ ぞ れ の ト ラ ッ ク 溝 ６ 内 に 収 容 さ
れ る 。 な お 、 ロ ー ラ ３ と し て 、 内 側 ロ ー ラ と 外 側 ロ ー ラ と を 有 す る ダ ブ ル ロ ー ラ タ イ プ で
あ っ て も 、 １ 個 の み の シ ン グ ル ロ ー ラ タ イ プ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 外 側 継 手 部 材 １ に お い て 、 ト ル ク 伝 達 時 に 高 面 圧 が 作 用 す る ト ラ ッ ク 溝 ６ 、 特 に こ の ト
ラ ッ ク 溝 ６ の 有 効 接 触 範 囲 （ ロ ー ラ が 転 動 す る 部 位 で あ っ て 、 ロ ー ラ 案 内 面 ７ ） に は 高 周
波 焼 入 が 施 さ れ 、 硬 化 部 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 硬 化 部 １ ２ の 表 面 が 前 記 ロ ー
ラ 案 内 面 ７ を 構 成 す る 。 こ こ で 、 高 周 波 焼 入 れ と は 、 高 周 波 に よ る 表 皮 硬 化 を 利 用 し た 処
理 物 の 表 面 の み を 加 熱 し て 焼 き 入 れ を 行 う も の で あ る 。 な お 、 硬 化 部 １ ２ を 形 成 す る 場 合
、 高 周 波 焼 入 れ 以 外 の 他 の 金 属 熱 処 理 に て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す 第 1実 施 形 態 で は 、 ト ラ ッ ク 溝 ６ の 裏 側 に 当 た る 大 き な 引 張 応 力 が 作 用 す る
部 分 に 局 部 的 に 非 標 準 組 織 部 １ ３ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら の 非 標 準 組 織 部 １ ３ は 、 ト ラ ッ
ク 溝 ６ の 硬 化 部 １ ２ を 形 成 す る 前 に 、 熱 処 理 （ 例 え ば 、 高 周 波 局 部 加 熱 ） を 施 し て 形 成 す
る も の で あ っ て 、 硬 さ を 高 め る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ト ラ ッ ク 溝 ６ の 裏 側 に 当 た る
部 分 の 硬 さ を 高 め れ ば 、 疲 労 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 非 標 準 組 織 部 １ ３ と し て は 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 、 ベ イ ナ イ ト 組 織 、 焼 戻 マ
ル テ ン サ イ ト 組 織 の う ち の い ず れ か を 主 た る 組 織 形 態 に て 構 成 す る こ と が で き 、 ま た 、 こ
れ ら の う ち 、 少 な く と も そ れ ら ２ 種 類 以 上 の 混 合 組 織 を 主 た る 組 織 形 態 に て 構 成 す る こ と
が で き る 。 な お 、 ２ 種 類 以 上 の 混 合 組 織 の 場 合 、 そ れ ら の 組 織 の 混 合 割 合 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト を 構 成 す る に は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 化 し た 後 に 強 制 空 冷
す れ ば よ い 。 ベ イ ナ イ ト 組 織 を 構 成 す る に は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 化 し た 後 に オ ー ス テ ン パ ー
処 理 を 施 す れ ば よ い 。 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組 織 を 構 成 す る に は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 化 し た 後
に 急 冷 し て マ ル テ ン サ イ ト 変 態 さ せ 、 引 き 続 き 焼 戻 を 施 せ ば よ い 。 ま た 、 微 細 フ ェ ラ イ ト
パ ー ラ イ ト で あ る 場 合 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ （ 鋼 の フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 度 試 験 方 法 ） で 定
義 さ れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ８ 番 以 上 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ト ラ ッ ク 溝 ６ の 裏 側 に 当 た る 大 き な 引 張 応 力 が 作 用 す る 部 分 が 非 標 準 組 織
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部 １ ３ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 こ の 部 分 の 硬 さ を 高 め る こ と が で き て 、 疲 労 強 度 の 向 上
を 図 る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 局 部 的 に 高 周 波 焼 入 し た 後 に 焼 戻 し て 高 硬 度 に す る
場 合 、 そ の 効 果 を 発 揮 さ せ る た め に は 、 焼 入 境 界 に 生 成 す る 残 留 引 張 応 力 を 焼 戻 に よ っ て
十 分 に 小 さ く す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ と し て は 、 硬 度 が Ｈ Ｖ ６ ０ ０
以 下 と な る よ う な 条 件 で 焼 戻 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 等 速 自 在 継 手 に よ れ ば 、 そ の 外 側 継 手 部 材 １ に お い て 、 ト ラ ッ ク 溝 ６ の ロ ー ラ 有 効
接 触 範 囲 の 裏 側 に 当 た る 箇 所 （ ロ ー ラ 案 内 面 ７ に 対 応 す る 外 周 側 ） の 硬 さ を 高 め る こ と が
で き 、 し か も 、 こ の 硬 化 部 （ 非 標 準 組 織 部 １ ３ ） 周 囲 に 引 張 残 留 応 力 の 生 成 を 防 止 で き る
。 こ れ に よ り 、 コ ン パ ク ト 化 、 薄 肉 化 に 伴 っ て 使 用 条 件 が 厳 し く な っ て も 、 こ の 硬 化 部 を
起 点 と す る 破 損 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 を 主 た る 組 織 形 態 と す る 場 合 に 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２
（ 鋼 の フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 度 試 験 方 法 ） で 定 義 さ れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ８ 番 以 上 と す る
こ と に よ っ て 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ の 疲 労 強 度 の さ ら な る 向 上 を 達 成 で き る 。 フ ェ ラ イ ト 粒
度 が ８ 番 未 満 で は 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ の 疲 労 強 度 の 向 上 を あ ま り 望 め な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 非 標 準 組 織 部 １ ３ の 硬 さ を Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 以 下 に す る こ と に よ っ て 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ 周 囲
に 生 成 す る 引 張 残 留 応 力 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ を 起 点 と す る 破 損
を 有 効 に 防 ぐ こ と が で き る 。 非 標 準 組 織 部 １ ３ の 硬 さ を Ｈ Ｖ ６ ０ ０ 未 満 で は 、 非 標 準 組 織
部 １ ３ 周 囲 に 生 成 す る 引 張 残 留 応 力 を 小 さ く 抑 え に く く 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ を 起 点 と す る
破 損 を 有 効 に 防 ぐ こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 図 ２ は 第 ２ 実 施 形 態 の 要 部 断 面 図 で あ る 。 こ の 場 合 、 硬 化 部 １ ２ 以 外 を 非 標 準 組 織
部 １ ３ と し て い る 。 こ の よ う な 非 標 準 組 織 部 １ ３ は 、 全 体 炉 加 熱 （ 外 側 継 手 部 材 １ の 全 体
を 加 熱 す る 方 法 ） に て 加 熱 す る こ と に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 図 ２ の よ う に 、 硬 化 部 １ ２ 以 外 を 非 標 準 組 織 部 １ ３ と し て も 、 前 記 図 １ に 示 す 外 側
継 手 部 材 １ と 同 様 、 ト ラ ッ ク 溝 ６ の 裏 側 に 当 た る 大 き な 引 張 応 力 が 作 用 す る 部 分 が 非 標 準
組 織 部 １ ３ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 こ の 部 分 の 硬 さ を 高 め る こ と が で き て 、 疲 労 強 度 の
向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な
く 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ っ て 、 例 え ば 、 図 ２ で は 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ と 硬 化 部 １ ２ と の 間
に 、 標 準 組 織 部 （ 母 材 部 ） が 介 在 さ れ て い な い が 、 マ ウ ス 部 ４ の 全 周 に 非 標 準 組 織 部 １ ３
を 設 け る 場 合 、 非 標 準 組 織 部 １ ３ と 硬 化 部 １ ２ と の 間 に 標 準 組 織 部 が 介 在 さ れ る も の で あ
っ て も よ い 。 こ こ で 、 標 準 組 織 部 と は 、 熱 処 理 が 施 さ れ て い な い 部 位 で あ っ て 、 硬 化 部 １
２ で も 非 標 準 組 織 部 １ ３ で も な い 組 織 部 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 品 （ 実 施 例 ） と し て 、 Ａ １ 、 Ａ ２ 、 Ａ ３ 、 及 び Ａ ４ の ４ つ の 外 側 継 手 部 材 （ 試 供
体 ） を 製 造 す る と 共 に 、 比 較 例 と し て Ｂ １ 、 Ｂ ２ の ２ つ の 外 側 継 手 部 材 （ 試 供 体 ） を 製 造
し て 、 各 試 供 体 に つ い て 片 振 り 捩 り 試 験 を 行 っ た 。 こ の 場 合 、 各 試 供 体 の 素 材 と し て 、 Ｓ
５ ３ Ｃ を 使 用 し 、 熱 処 理 ま で の 加 工 履 歴 も 同 一 と し た 。 Ａ １ 、 Ａ ２ の 試 供 体 の 非 標 準 組 織
部 １ ３ は 、 全 体 炉 加 熱 す る こ と で 図 ２ の よ う に 形 成 し た 。 Ａ ３ 、 Ａ ４ 、 Ｂ ２ の 非 標 準 組 織
部 １ ３ に つ い て は 、 高 周 波 局 部 加 熱 す る こ と で 図 １ の よ う に 形 成 し た 。 表 １ に 各 供 試 体 に
非 標 準 組 織 部 を 形 成 す る た め の 熱 処 理 履 歴 、 主 た る 組 織 変 態 、 及 び 硬 さ を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 表 １ の 熱 処 理 履 歴 の 欄 に お い て 、 実 施 例 Ａ １ は 、 全 体 炉 加 熱 し た 後 、 強 制 空 冷 し た こ と
を 示 し 、 実 施 例 Ａ ２ は 、 全 体 炉 加 熱 し た 後 、 ４ ０ ０ ℃ で オ ー ス テ ン パ ー 処 理 を 行 っ た こ と
を 示 し 、 実 施 例 Ａ ３ は 、 高 周 波 局 部 加 熱 し た 後 、 水 冷 し て 、 ３ ５ ０ ℃ で 焼 き 戻 し を 行 っ た
こ と を 示 し 、 実 施 例 Ａ ４ は 、 高 周 波 局 部 加 熱 し た 後 、 水 冷 し て 、 ２ ５ ０ ℃ で 焼 き 戻 し を 行
っ た こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 比 較 例 Ｂ １ は 、 非 標 準 組 織 を 構 成 し な い こ と を 示 し 、 比 較
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例 Ｂ ２ は 、 高 周 波 局 部 加 熱 し た 後 、 水 冷 し て 、 １ ５ ０ ℃ で 焼 き 戻 し を 行 っ た こ と を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の た め 、 実 施 例 Ａ １ は 、 微 細 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 が 主 た る 組 織 形 態 と な り 、 実
施 例 Ａ ２ は 、 ベ イ ナ イ ト 組 織 が 主 た る 組 織 形 態 と な り 、 実 施 例 Ａ ３ は 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ
ト 組 織 が 主 た る 組 織 形 態 と な り 、 実 施 例 Ａ ４ は 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組 織 が 主 た る 組 織 形
態 と な り 、 比 較 例 Ｂ １ は 、 フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 が 主 た る 組 織 形 態 と な り 、 比 較 例 Ｂ
２ は 、 焼 戻 マ ル テ ン サ イ ト 組 織 が 主 た る 組 織 形 態 と な っ た 。 な お 、 実 施 例 Ａ １ の 微 細 フ ェ
ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ で 定 義 さ れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ８ ．
２ 番 で あ り 、 比 較 例 Ｂ １ の フ ェ ラ イ ト パ ー ラ イ ト 組 織 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ０ ５ ５ ２ で 定 義 さ
れ て い る フ ェ ラ イ ト 粒 度 が ７ ． ３ 番 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 外 側 継 手 部 材 １ の 外 周 側 の 引 張 応 力 が 最 大 に な る 位 置 に 亀 裂 が 発 生 す る ま で の 負 荷 回 数
を 求 め た 。 表 ２ に 外 周 側 の 最 大 引 張 応 力 と 亀 裂 発 生 寿 命 の 関 係 か ら 求 め た １ ０ ５ 回 に お け
る 疲 労 強 度 （ 最 大 引 張 応 力 値 ） を 示 す 。 実 施 例 Ａ １ ～ Ａ ４ は 、 従 来 品 で あ る 比 較 例 Ｂ １ に
比 べ 疲 労 強 度 が 向 上 し た 。 そ れ に 対 し 、 非 標 準 組 織 部 の 硬 さ が 高 い Ｂ ２ は 比 較 例 Ｂ １ （ 従
来 品 ） と 同 等 で あ っ た 。 Ｂ ２ の 破 壊 起 点 を 調 べ た 結 果 、 非 標 準 組 織 部 と 母 材 部 と の 境 界 付
近 に 見 ら れ た 。 こ れ は 焼 入 部 周 囲 に 生 成 し た 引 張 残 留 応 力 が 、 疲 労 試 験 で 外 周 側 に 作 用 す
る 引 張 応 力 に 重 畳 し た た め と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 か ら 、 大 き な 引 張 応 力 が 作 用 す る ト ラ ッ ク 溝 ６ の 裏 側 に 当 た る 箇 所 の 硬 さ を 高 め れ
ば 、 疲 労 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と い え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 等 速 自 在 継 手 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 等 速 自 在 継 手 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ 　 　 外 側 継 手 部 材
６ 　 　 ト ラ ッ ク 溝
７ 　 　 ロ ー ラ 案 内 面
１ ３ 　 非 標 準 組 織 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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